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  はじめに
M7 メモリ ガイドには、次のような M7 メモリ DIMM の詳細な仕様が記載されています。

■ メモリ DIMM の機能、 

■ Cisco PID の説明、 

■ メモリ DIMM のガイドライン、混合ルールと装着、 

■ M7 でサポートされているすべての DIMM 構成  

 

M7 メモリ ガイド ドキュメントは、次の Cisco M7 世代のサーバに適用されます。

■ M7 C220/C240 ラック サーバ

■ M7 X シリーズ X210c/X410c コンピューティング ノード
Cisco UCS/UCSX M7 メモリ ガイド 2



第 1 章 メモリ組織の機能と特徴

次に、表 1Cisco UCS/UCSX M7 サーバでサポートされるメイン メモリ DIMM 機能について説明します。 

表 1   メイン メモリ機能

M7 メモリ DIMM 
サーバ テクノロジー

C220 M7 C240 M7 X210c M7 X410c M7

CPU ソケット 1S または 2S 1S または 2S 1S または 2S 4S

DDR5 メモリのクロック速度 最大 4800MT/s 1DPC。最大 4400MT/S 2DPC

動作時の電圧 1.1 ボルト

DRAM ファブ密度 16 Gb

DRAM DIMM タイプ RDIMM（die ECC で登録されている DDR5 DIMM）

メモリ DIMM 組織 CPU ごとにメモリ DOMM チャンネル × 8。チャンネルごとに最大 2 
DIMM

サーバごとの DRAM DIMM の最
大数 32（2 ソケット） 64（4 ソケット）

DRAM DIMM の密度とランク
16GB 1Rx8、32GB 1Rx4、64GB 2Rx4、128GB 4Rx4

該当なし 256GB1 8Rx4

注：

1.  初期出荷後（FCS）利用可能

最大 DRAM DIMM システム容量 4 TB 
（32x128GB）

8 TB 
（32x2561GB）

16TB
（64x256GB1）
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図 1  2 ソケット メモリ組織
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第 2 章 メモリ オプション

UCS および X-series M7 で利用可能なメモリ デバイスは次の記載されています 表 2。

M7 メモリ PID のデコーダを次に示します 表 3。

表 2   UCS および UCSX M7 のメモリ オプション

M7 メモリ DIMM 
密度と Cisco PID

C220 M7 C240 M7 X210c M7 X410c M7

DDR5-4800MT/s Cisco PID リスト

16 GB UCS-MRX16G1RE1 UCSX-MRX16G1RE1

32 GB UCS-MRX32G1RE1 UCSX-MRX32G1RE1

64 GB UCS-MRX64G2RE1 UCSX-MRX64G2RE1

128GB UCS-MR128G4RE1 UCSX-MR128G4RE1

256 GB 該当なし UCS-MR256G8RE11

注：

1.  初期出荷後（FCS）利用可能

UCSX-MR256G8RE11

表 3   メモリ PID デコーダ

識別子 #1 識別子 #2 識別子 #3 識別子 #4 識別子 #5 識別子 #6 識別子 #7

シスコ製品
ファミリ

UCS
UCSX

メモリ DIMM 
タイプ

MR: RDIMM

DIMM 容量
（GB）

X16G
X32G
X64G
128G
256G

DIMM 組織 
（ランク）

1R：シングル
ランク
2R：デュアル
ランク
4R：Quad-rank
クアッドランク
8R：オクタラ
ンク

DDR 世代と 
DRAM 密度

E: DDR5/16Gb

DIMM 速度 
( メガ転送 / 秒 )

1: 4800 MT/s

オプション /
スペア DIMM

空白：オプショ
ン
=: Spare
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第 3 章 DRAM ガイドライン

■ DIMM カウント ルール： 

■ 1-CPU で使用できる DIMM 数：

— 最小 DIMM 数 = 1。最大 DIMM 数 = 16

— 1、2、4、6、8、121、または 16 DIMM が許可されています
— 3、5、7、9、10、11、13、14、15 DIMM は許可されていません。

■ 2-CPU で許可されている DIMM カウント：

— 最小 DIMM 数 = 2。最大 DIMM 数 = 32

— 2、4、8、12、16、241、または 32 DIMM が許可されています
— 6、10、14、18、20、22、26、28、30 個の DIMM は使用できません。

■ 4-CPU で使用できる DIMM 数：

— 最小 DIMM 数 = 4。最大 DIMM 数 = 64

— 4、8、16、24、32、481、または 64 DIMM が許可されています
— 12、20、28、36、40、44、52、56、60 の DIMM は許可されていません。

注 (1): 1-CPU の場合は 12 DIMM、2-CPU 構成の場合は 24 DIMM、4-CPU 構成の場合は 48 DIMM で、すべての 
DIMM が同じ密度の場合にのみ許可されます。

■ DIMM 装着ルール：
■ 各チャネルには 2 つのメモリ スロットがあります（たとえば、チャネル A = スロット A1 お

よび A2）。上記の黄金律を参照してください。

— チャネルは DIMM が 1 つまたは 2 つ装着された状態で動作できます。
— チャネルの DIMM が 1 つだけの場合は、スロット 1 に装着します（青色のスロッ

ト）。
■ 両方の CPU が取り付けられている場合、各 CPU のメモリ スロットへの装着方法を同一にし

ます。表 4 で推奨される DIMM 装着数に応じて、最初にメモリチャネルの青色のスロット
（スロット 1）に装着します。

GOLDEN RULE:  すべての CPU ソケットのメモリは、同じように構成する必要があります。した
がって、CPU-1 のメモリ構成は、2 ソケット システムの場合は CPU-2 と同じになり、4 ソケット 
システムの場合は CPU-3 および CPU-4 と同じになります。バランスの取れていない装着はサポー
トされていません。
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■ DIMM 混合ルール：
■ より高いランクの DIMM は、スロット 1 に装着する必要があります。
■ チャネル上の同じスロットで事ある DIMM 密度を混合することはサポートされていません。

同じ色に装着されたすべてのスロットは、同じ DIMM 密度である必要があります。
■ DIMM 混合ルール マトリックスは、以下の 表 5 で説明されています。 

表 4   ソケットごとの M7 DIMM 装着順序

# CPU ごとの 
DIMM の数

ソケットごとの DIMM スロットの装着1

注：
1. スロット 1 および 2 で許可されている組み合わせについては、「DIMM 混合ルール」を参照してください。

スロット 1（青） スロット 2（黒）
1 A1 -
2 A1, G1 -
4 A1, C1, E1, G1 -
6 A1, C1, D1, E1, F1, G1 -
8 A1, B1, C1, D1, E1, F1, G1, H1 -

122

2. DIMM が青で黒のスロットが同じ密度の場合のみ有効です。

A1, B1, C1, D1, E1, F1, G1, H1 A2, C2, E2, G2

16 A1, B1, C1, D1, E1, F1, G1, H1 A2, B2, C2, D2, E2, F2, G2, H2

表 5   各チャンネルの 2 スロットでサポートされる DIMM の混合および装着

チャンネル混合 DIMM スロット 2（黒）

DIMM スロット 1（青）
16 GB 32 GB 64 GB 128GB 256GB3

1Rx8 1Rx4 2Rx4 4Rx4 8Rx4

16 GB 1Rx8 はい1

注：
1. 6 または 8 チャンネルのみ許可されています（2、4、または 8  DIMM の場合は、2、4、または 8 チャネルに 1 つ

の DPC を装着するだけです）

いいえ いいえ いいえ いいえ

32 GB 1Rx4 × ○ 1 いいえ いいえ いいえ

64 GB 2Rx4 いいえ 対応2

2. 2 つの異なる DIMM 密度を混合する場合は、CPU ごとに 8 つのチャネルすべてを実装する必要があります。
8 チャンネルより少ない数を使用すること（CPU ごとに 16 スロット）はサポートされていません。 

対応 1 いいえ いいえ

128GB 4Rx4 いいえ いいえ いいえ はい いいえ

256 GB3

3.  初期出荷後（FCS）利用可能

8Rx4 いいえ いいえ いいえ 対応 2 対応 1
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■ メモリ制限：
■ すべての CPU ソケットのメモリは、同じように構成する必要があります。7 ページの黄金律

を参照してください。 

■ DIMM 装着と DIMM 混合ルールについては、表 4 および 表 5 を参照してください。
■ 前世代のサーバ（DDR3 および DDR4）からの Cisco メモリは、M7 サーバではサポートされ

ていません。
■ 最良のパフォーマンスを得るために、次の点を理解しておいてください。

■ 最適なパフォーマンスを得るためには、各 CPU のメモリ チャネルあたり最低 1 つの DIMM 
を装着します。チャンネルごとに 1 個の DIMM が使用されているとき、特定のチャンネルの 
DIMM スロット 1（CPU から一番遠い青いスロット）に装着する必要があります。

■ 2 DPC の最大速度は 4400 MT/s です。詳細は 表 6 を参照してください。

表 6   DDR5-4800 DIMM 1DPC および 2DPC 速度マトリックス

CPU 速度 / DIMM 速度 DDR5 DIMM 1DPC DDR5 DIMM 2DPC

CPU 4000 MT/s 4000 MT/s 4000 MT/s

CPU 4400 MT/s 4400 MT/s 4400 MT/s

CPU 4800 MT/s 4800 MT/s 4400 MT/s
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第 4 章 サポートされている DRAM DIMM 構成

■ 表 7 以下に、CPU ごとに 1、2、4、6、8、12、および 16 DIMM でサポートされる DIMM 構成を示します。
■ 黄色で強調表示された行は、特定の容量で最高のパフォーマンスを得るために推奨されます（パフォー

マンス測定は進行中です）。 

■ 許可されている唯一の DIMM 混合構成は次のとおりです。
■ 32GB および 64GB RDIMM

■ 128GB RDIMM および 256GB 1 RDIMM

表 7 の最後に、DIMM の混合構成を示します。

表 7   第 4 世代 Intel® Xeon® スケーラブル プロセッサ（Sapphire Rapids）のサポートされているメモリ構成 

合計システム容量 CPU あたりの容量（GB） CPU あたりの
合計 DIMM

1-CPU 2-CPU 4-CPU
青色スロット 

A1 ～ H1
黒色スロット

A2 ～ H2

16GB RDIMM

16 GB 32 GB 64 GB 1x16GB - 1

32 GB 64 GB 128GB 2 x 16GB - 2

64 GB 128GB 256 GB 4 X 16GB - 4

96GB 192GB 384GB 6x16GB - 6

128GB 256 GB 512GB 8 x 16GB - 8

192GB 384GB 768GB 6x16GB 6x16GB 12

256 GB 512GB 1024GB 8 x 16GB 8 x 16GB 16

32GB RDIMM

32 GB 64 GB 128GB 1x32GB - 1

64GB 128GB 256 GB 2x32GB - 2

128GB 256 GB 512GB 32 GB X 4 - 4

192GB 384GB 768GB 6x32GB - 6

256 GB 512GB 1024GB 8x32GB - 8

384GB 768GB 1536GB 6x32GB 6x32GB 12

512GB 1024GB 2048GB 8x32GB 8x32GB 16
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64GB RDIMM

64 GB 128GB 256 GB 1x64GB - 1

128GB 256 GB 512GB 2x64GB - 2

256 GB 512GB 1024GB 4x64GB - 4

384GB 768GB 1536GB 6x64GB - 6

512GB 1024GB 2048GB 8x64GB - 8

768GB 1536GB 3072GB 6x64GB 6x64GB 12

1024GB 2048GB 4096GB 8x64GB 8x64GB 16

128GB RDIMM

128GB 256 GB 512GB 1x128GB - 1

256 GB 512GB 1024GB 2x128GB - 2

512GB 1024GB 2048GB 4x128GB - 4

768GB 1536GB 3072GB 6x128GB - 6

1024GB 2048GB 4096GB 8x128GB - 8

1536GB 3072GB 6144GB 6x128GB 6x128GB 12

2048GB 4096GB 8192GB 8x128GB 8x128GB 16

256GB RDIMM1

256 GB 512GB 1024GB 1x256GB - 1

512GB 1024GB 2048GB 2x256GB - 2

1024GB 2048GB 4096GB 4x256GB - 4

1536GB 3072GB 6144GB 6x256GB - 6

2048GB 4096GB 8192GB 8x256GB - 8

3072GB 6144GB 12288GB 6x256GB 6x256GB 12

4096GB 8192GB 16384GB 8x256GB 8x256GB 16

表 7   第 4 世代 Intel® Xeon® スケーラブル プロセッサ（Sapphire Rapids）のサポートされているメモリ構成 

合計システム容量 CPU あたりの容量（GB） CPU あたりの
合計 DIMM

1-CPU 2-CPU 4-CPU
青色スロット 

A1 ～ H1
黒色スロット

A2 ～ H2
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32 GB RDIMM + 64 GB RDIMM

768GB 1536GB 3072GB  8x32GB 8x64GB 16

128GB RDIMM + 256GB 1 RDIMM

3072GB 6144GB 12288GB 8x128GB 8x256GB 16

注：
1.  初期出荷後（FCS）利用可能

表 7   第 4 世代 Intel® Xeon® スケーラブル プロセッサ（Sapphire Rapids）のサポートされているメモリ構成 

合計システム容量 CPU あたりの容量（GB） CPU あたりの
合計 DIMM

1-CPU 2-CPU 4-CPU
青色スロット 

A1 ～ H1
黒色スロット

A2 ～ H2
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第 5 章 DIMM または DIMM ブランクの取り付け

ブレード サーバのスロットに DIMM または DIMM ブランクを取り付けるには、次の手順に従います。 

手順

ステップ 1 両側の DIMM コネクタ ラッチを開きます。

ステップ 2 カチッという音がするまで、DIMM の両端を均等にスロットに押し込みます。

注：DIMM のノッチがスロットに合っていることを確認します。ノッチが合っていないと、DIMM 
またはスロット、あるいはその両方が破損するおそれがあります。

ステップ 3 DIMM コネクタ ラッチを内側に少し押して、ラッチを完全にかけます。

ステップ 4 すべてのスロットに DIMM または DIMM ブランクを装着します。スロットを空にする
ことはできません。

図 2  メモリの取り付け
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